
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和８年１月１１日 １４時２０分頃 

発生場所 沖縄県南城市志喜屋
し き や

漁港東方沖 

 志喜屋港第２号灯標から真方位０３９°１３０ｍ付近 

 （概位 北緯２６°０８.８′ 東経１２７°４９.２′） 

事故の概要  ミニボート（船名なし）は、係留中、浅所に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和８年１月２７日、主管調査官（那覇事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

ミニボート （船名なし）、総トン数なし（全長約２.３ｍ） 

 なし、個人所有 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船及び船外機 

 乗組員等に関する情報 操縦者、操縦免許 なし 

 負傷者 なし 

 損傷 プロペラ翼に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風速 約８.０m/s、視界 良好 

海象：波高：約０.４ｍ、潮汐 下げ潮の中央期 

 南城市には、１月１０日１６時１１分に強風及び波浪注意報が発表

され、本事故時も継続中であった。 

 事故の経過 本船は、操縦者及び同乗者１人が乗り、釣りの目的で、０８時頃志

喜屋漁港東方沖の岩場（以下「本件岩場」という。）に向けて同漁港

を出航した。 

操縦者は、本件岩場に到着後、本件岩場に上がって本船の船首尾を

本件岩場の岩にロープで結んで係留し、同乗者と共に釣りを行った。 

操縦者は、午後になって風と波が強まってきた中、スマートフォン

で天気予報を確認したところ、更に風が強まるとの予報であったの

で、釣りを終えて帰航することとした。 

操縦者及び同乗者が釣り具を片付けた後、本船に乗った操縦者が船



 
*1 海上保安庁 ウォーターセーフティガイド https://www6.kaiho.mlit.go.jp/watersafety/index.html 

外機を起動して間もなく、本船は、波高約０.４ｍの波を受けて動揺

し、プロペラが本件岩場付近の浅所に接触して船外機が停止した。 

操縦者は、船外機を再起動できなかったので、係留ロープを引いて

本船を本件岩場に寄せ、本件岩場に戻った。 

操縦者は、本船にオール２本を積載していたものの、オールでの帰

航は危険と判断し、同乗者が１１８番通報を行って救助を要請した。 

操縦者及び同乗者が乗った本船は、到着した消防の水上オートバイ

によって南城市具志堅
ぐ し け ん

漁港にえい
．．

航された。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

 

 本船の喫水は、船首約０.１０ｍ、船尾約０.４０ｍであり、乗船時

の乾舷（水面から舷縁までの高さ）は約０.２５ｍであった。 

 本件岩場付近の海底は、所々岩が突き出している形状であった。 

操縦者は、本船を令和７年１２月に中古で購入し、本事故当日は２

回目の乗船であった。 

 操縦者及び同乗者は、救命胴衣を着用していた。 

 操縦者は、前日にスマートフォンで天気予報（天気、風向及び風

速）を確認したものの、当日の出航前に天気予報を確認せず、風も弱

く、波も穏やかであったので、出航しても大丈夫と思った。 

 操縦者は、本事故当日、強風及び波浪注意報が発表されていること

を知らなかったが、同情報を知っていれば出航を取りやめていたと口

述した。 

 海上保安庁がホームページで提供しているウォーターセーフティガ

イド*1には、次のとおり記載されている。 

ミニボートが安全に航行できる範囲は、乾舷の高さ（水面から船縁

沖縄県 

志喜屋漁港 

南城市 

500ｍ 

志喜屋港第２号灯標 
× 

具志堅漁港 



 

までの高さ）の半分以下である波高20cmくらいまで、風速では４ｍ/ｓ

以下を目安と考えてください。また、海上で風や波が出てきた場合

は、早めに帰航するようにしましょう。 

分析 (1) 本船は、所々岩が突き出している本件岩場付近に係留していた

ことから、波浪によって、船外機のプロペラが浅所に接触しやす

い状況であったものと考えられる。 

(2) 操縦者は、前日に天気予報を確認したものの、当日の出航前に

再度同予報を確認せず、また、強風及び波浪注意報が発表されて

いることを知らなかったことから、出航前の気象及び海象に係る

情報収集が不足していたものと考えられる。 

(3) 操縦者は、出航当時の風や海面が穏やかであったことから、出

航前に気象情報を正確に入手しないまま、出航を決断したものと

考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船は、本件岩場から離れようとしていた際、

波高約０.４ｍの波を受け、本件岩場付近の浅所に乗り揚げたもの

と考えられる。 

(5) ミニボートが安全に航行できる範囲は、波高約２０cm 以下かつ

風速約４m/s 以下が目安とされており、操縦者は、乗揚事故のほ

か、浸水や転覆事故発生の危険を考慮し、強風及び波浪注意報が

発表されている状況下においては出航を取りやめる必要があった

ものと考えられる。 

原因 本事故は、強風及び波浪注意報が発表されている状況下、操縦者が

出航前の気象及び海象に係る情報収集を適切に行っていなかったた

め、本船が、本件岩場に向けて出航し、釣りを終えて本件岩場から離

れようとしていた際、波高約０.４ｍの波を受け、本件岩場付近の浅

所に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・ミニボートの操縦者は、ミニボートが風や波の影響を受けやすい

ことを考慮し、出航時に最新の気象・海象情報を入手した上で、

強風又は波浪注意報等が発表されている場合は出航を控えるこ

と。 

・ミニボートの操縦者は、ミニボートが風や波の影響を受けやすい

ことを考慮し、常に最新の気象・海象情報を入手した上で、気

象・海象の悪化が予想される場合には早期に帰航すること。 


